


















































ップ0・トゥ ・デイトな研究史といっても良い 事舎の関心と動向， レヴェ
ル，現在の研究のポイント，等が僻観され， これ自髄が研究者たちにと
ってどれほど有盆なものであるか， はかり知れないものであろう． 同時
に本書は後輩の研究者たちにとっても， まことに有盆な指針となるもので
ある．
日本は曾て朝鮮民族（および他のアジア諸園民）仁皇民化政策とか創氏
改名， 日本語の強要，強制的な紳耐酔等を押しつけた．最近，私の所属
する曹洞宗教圏は教圏としての戟争責任を認め， 正式の手績きを経て謝罪
した． こうした過去を乗り越えて， 日韓雨園の親善と友好が稜展すること
を私は切に願っているが．本書はその意味からも，事聞の世界での交流を
一歩進めるものである． 日韓爾園の印度畢，偶数串が瓦いに切瑳琢磨しな
